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「災害に強い森づくり・第３期対策」事業の整備効果について（中間報告） 

県民緑税の負担については、事業に対する県民の十分な理解が重要であることから、

学識者による事業検証委員会（委員長：服部保 兵庫県立大学名誉教授、構成員：８名、

Ｈ30 年 11 月～Ｒ2年 3月）において、災害に強い森づくりの調査･分析を進め、整備効果

の検証を行っている。 

（１）整備効果の概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 
〔主な機能〕 

主 な 効 果 

緊
急
防
災
林
整
備 

 
斜面対策 
 
〔土砂災害防止〕 

【H30 年 7 月豪雨後の施工地調査】 

・宍粟市の 12 箇所において、土留工等の整備により侵食や崩壊、

土砂流出なしを確認 

【表面侵食防止】 

・土留工設置後 13 年目でも表面侵食防止効果は継続中 

・土留工設置により、シダ類など下層植生が豊かになることを確認 

 

 

渓流対策 
 

〔土砂災害防止〕 

【H30 年 7 月豪雨後の施工地調査】 

・宍粟市・丹波市の 62 箇所において、危険木除去や簡易流木止施

設などの整備より流木発生なしを確認 

【災害緩衝林の評価】 

・強度間伐（本数間伐率 50％程度）10 年後のスギは、無間伐と比

べて 1.6 倍倒れにくくなることを確認 

間伐後のスギの倒れにくさの変化※    （単位：ｋNm） 

区 分 間伐前 10 年後 

無 間 伐 38.9 46.1 

間 伐 40.3 71.6 

※倒れにくさの変化は、引き倒し試験によるモーメント値を記載 

・災害緩衝林整備により、土石流被害を軽減する森林に育成中 

①  H30 年 7月豪雨により山地災害が数多く発生した宍粟市と H26 豪雨で被害が集中

した丹波市において、緊急防災林整備実施箇所（74 箇所）の緊急点検を行った結

果、侵食や崩壊、流木及び土砂流出がないことを確認した。 

また、里山防災林整備実施箇所（20 箇所）、都市山防災林整備実施箇所（４箇所）

の緊急点検でも同様に行い、被害がなかった。 

②  野生動物共生林整備において、バッファーゾーン整備と集落防護柵の一体整備に

より、被害発生農地が解消や減少し、住民の 8割以上が事業を評価している。 

③  住民参画型森林整備において、住民の防災や野生動物被害対策への意識が高ま

り、住民の自主的な取組が推進され、住民の 8割が事業を評価している。 

約 1.6 倍 

倒れにくくなる 

＜第２期対策までに判明した主な効果＞ 

・未整備地に比べ表土流出量を約 1/8 に抑制し、土砂災害を未然に防止 

・未整備地に比べ下草が地面を覆う植被率が 4倍（20％→80％）に増

加し、下流への土砂流出を抑制 
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針葉樹林と広葉

樹林の混交整備 
〔土砂災害防止〕 

〔風倒木被害防止〕 

【目標林への到達度・表層崩壊防止】 

・広葉樹植栽後 10 年経過した箇所では、植栽木が樹高 3～5ｍに

成長し、表面侵食及び表層崩壊防止機能が期待できる目標林相

に移行中（年間土砂流出量：１ｍ３/ha 以下） 

 

里山防災林整備 
 

〔土砂災害防止〕 

【H30 年 7 月豪雨後の施工地調査】 

・県内 20 箇所において、簡易防災施設による土砂流出軽減効果を

確認 

 

 

 

【防災意識の高まり】 

・（住民の防災意識向上についてのアンケート調査を実施中） 

 

 

 

野生動物共生林 

整備 
 
〔農作物被害防止〕 

〔生態系保全〕 

 

【農作物被害の変化】 

・バッファーゾーン整備と集落防護柵の一体整備により、農作物

被害が発生していた農地が解消又は減少 

【被害対策意識の高まり】 

・住民の８割以上が事業実施を評価、７割が整備を契機として新

たに被害防止活動を開始 

【共生林整備地の植生回復】 

・シカ食害で下層植生が衰退した整備地に植生保護柵や不嗜好性

植物を導入し、土壌侵食防止効果を確認 

住民参画型 

森林整備 
 

〔快適環境形成〕 

【獣害対策への意識の高まり】 

・集落柵周辺の見通し確保、潜み場除去等により対策効果が向上 

・住民の８割が事業実施を評価。「今後の森林整備に協力したい」、

「獣害対策の知識が高まった」との意見多数あり 

【集落裏山の危険緩和】 

・（住民の防災意識向上や集落の安全についてのアンケート調査を

実施中） 

・危険木や竹林の伐採を実施し、集落の安全が確保 

都市山防災林 

整備 [3 期新規] 

 

〔土砂災害防止〕 

【H30 年 7 月豪雨後の施工地調査】 

・神戸市４箇所において、侵食や崩壊、土砂流出なしを確認 

【間伐による地上部成長と根系成長】 

・間伐により、地上部が太くなると根系の崩壊防止力が大きくな

り、崩壊防止力の増加が期待できる。 

＜第２期対策までに判明した主な効果＞ 

【表面侵食防止】 

・危険木伐採後に伐採木を利用して土留工を設置した整備地は、未整

備地に比べ土砂流出量を１/３に抑制し土砂災害防止機能が向上 


